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8
月
19
日

支
部
財
政
集
約
日
（
～
17
時
）

8
月
20
日

支
部
財
政
集
約
日
（
～
20
時
）

９
月
４
日

支
部
執
行
委
員
会

今
年
は
戦
後
75
年
の
節
目
の
年
を

迎
え
ま
す
。
戦
争
経
験
者
も
お
亡
く

な
り
に
な
り
、
悲
惨
な
戦
争
の
現
実

を
次
世
代
に
繋
げ
ら
れ
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
歴
史

教
育
で
は
、
近
現
代
史
に
あ
て
る
時

間
は
十
分
に
確
保
さ
れ
ず
に
、
昭
和

史
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
年
に
１
度
は

日
本
の
「
平
和
」
が
、
ど
の
よ
う
に

し
て
得
ら
れ
た
か
仲
間
の
間
で
話
題

に
し
ま
し
ょ
う
。

で
す
。
こ
の
時
代
は
、
帝
国
主
義
の

名
の
も
と
、
日
本
も
軍
事
的
に
領
土

拡
大
を
進
め
て
い
ま
し
た
の
で
、
軍

事
拡
大
に
反
対
す
る
人
々
は
、
治
安

維
持
法
違
反
で
検
挙
さ
れ
、
国
家
の

方
針
に
従
わ
な
い
理
由
だ
け
で
、
死

刑
や
拷
問
を
受
け
て
命
を
落
と
し
た

方
は
１
０
０
０
人
以
上
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
（
＊
現
在
、
香
港
で
は
、

国
家
安
全
維
持
法
が
施
行
さ
れ
て
１
ヶ

月
。
中
国
政
府
の
考
え
に
対
抗
す
る

人
々
が
続
々
と
逮
捕
さ
れ
て
い
る
）

対
勝
利
」
と
い
う
機
運
が
作
ら
れ
、

多
く
の
労
働
者
が
徴
兵
制
度
に
も
と

づ
き
、
戦
地
に
送
ら
れ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
多
く
の
労
働
者
が
戦

地
に
派
遣
さ
れ
、
同
時
に
労
働
組
合

が
解
散
に
迫
ら
れ
、
結
果
的
に
労
働

運
動
も
衰
退
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

多
く
の
労
働
者
は
、
戦
争
で
命
を
落

と
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

平
和
を
求
め
る
日
本
国
憲
法
は
、

覇
権
争
い
の
も
と
行
わ
れ
た
侵
略
戦

争
で
、
３
１
０
万
人
の
日
本
人
の
犠

牲
、
１
０
０
０
万
人
以
上
を
超
す
ア

ジ
ア
の
人
々
を
犠
牲
に
し
た
反
省
に

た
っ
て
、
１
９
４
６
年
に
公
布
さ
れ

ま
し
た
。
施
行
か
ら
75
年
。
二
度
と

戦
争
を
体
験
し
た
く
な
い
、
平
和
を

求
め
た
世
論
を
力
に
平
和
憲
法
を
守
っ

て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
多
く
の

犠
牲
の
も
と
制
定
し
た
平
和
憲
法
を

守
っ
て
い
く
責
任
が
あ
り
ま
す
。

労
働
組
合
は
、
組
合
員
と
そ
の
家

族
の
生
活
安
定
と
、
労
働
者
の
社
会

的
地
位
向
上
を
目
的
に
結
成
し
ま
し

た
。
労
働
運
動
の
基
本
は
「
皆
で
話

し
合
っ
て
、
話
し
合
っ
た
こ
と
に
団

結
し
、
目
的
に
向
か
っ
て
行
動
す
る
」

組
合
民
主
主
義
が
大
原
則
で
す
。

１
９
２
５
年
に
制
定
さ
れ
た
治
安

維
持
法
は
、
政
府
に
都
合
の
悪
い
考

え
や
民
主
運
動
を
取
り
締
ま
る
法
律

治
安
維
持
法
に
よ
っ
て
、
国
民
の

言
論
の
自
由
は
無
く
な
り
ま
し
た
。

「
戦
争
に
反
対
す
れ
ば
命
を
落
と
す
」

こ
と
が
世
間
に
広
ま
り
、
操
作
さ
れ

た
世
論
形
勢
で
当
時
の
政
府
は
、
日

中
戦
争
・
太
平
洋
戦
争
を
始
め
て
し

ま
い
ま
し
た
。
治
安
維
持
法
で
“
考

え
”
を
抑
え
込
み
、
１
９
３
８
年
に

制
定
し
た
国
家
総
動
員
法
で
全
て
の

国
内
の
“
ヒ
ト
”
と
“
モ
ノ
”
を
戦

争
に
注
ぎ
込
み
ま
し
た
。

政
府
主
導
の
仕
組
ま
れ
た
世
論
形

勢
で
労
使
一
体
と
な
っ
て
「
戦
争
絶

治
安
維
持
法
で
命
を
奪
わ
れ
、
海

外
戦
地
で
も
命
を
奪
わ
れ
、
日
本
国

内
で
も
戦
地
と
な
り
多
く
の
市
民
の

命
も
奪
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
多
く
の

命
の
犠
牲
の
も
と
、
終
戦
を
迎
え
ま

し
た
。
第
２
次
世
界
大
戦
で
は
、
全

世
界
で
約
１
０
０
０
万
人
（
日
本
人
：

３
１
０
万
人
）

が
犠
牲
に
な
り

ま
し
た
。
一
般

市
民
で
犠
牲
者

が
多
か
っ
た
の

は
、
東
京
大
空

襲
で
10
万
人
、

沖
縄
戦
で
９
万

人
、
広
島
原
爆

で
14
万
人
、
長

崎
原
爆
で
７
万

人
で
す
。

毎
年
８
月
に
な
る
と
戦
争
記
録
映

画
や
戦
争
経
験
者
関
連
の
テ
レ
ビ
特

番
が
放
送
さ
れ
ま
す
。
こ
の
戦
争
特

番
は
、
歴
史
的
史
実
か
ら
戦
争
の
悲

惨
さ
を
伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
二

度
と
戦
争
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
１
年
に
１
度
は
、
家
族
み
ん
な

で
日
本
の
戦
争
史
を
振
り
返
り
、
平

和
の
恩
恵
を
話
題
に
取
り
上
げ
て
下

さ
い
。
そ
の
こ
と
が
、
記
憶
の
橋
渡

し
と
な
り
ま
す
。
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6
月
25
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
解

除
さ
れ
て
か
ら
、
各
方
面
で
少
し
ず

つ
「
気
の
緩
み
」
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
日
本
全
国
で
コ
ロ
ナ
第
２

波
と
思
わ
れ
る
兆
候
が
み
ら
れ
て
い

ま
す
。
熱
の
あ
る
方
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
結
果
待
ち
の
方
、
風
邪
等
の
症
状
も

含
め
コ
ロ
ナ
感
染
の
疑
い
が
ぬ
ぐ
い

切
れ
な
い
方
は
、
群
会
議
や
分
会
機

関
会
議
等
へ
の
参
加
を
見
送
り
ま
し
ょ

う
。
翌
月
に
そ
の
月
に
納
入
で
き
な

か
っ
た
組
合
費
（
保
険
料
）
と
合
わ

せ
て
２
か
月
分
の
収
納
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
ひ
と
り
一
人
の
行
動
で
コ

ロ
ナ
感
染
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ク
ラ
ス
タ
ー
を
発
生
さ
せ
な

い
為
に
も
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

＊
シ
ス
テ
ム
上
、
滞
納
ハ
ガ
キ
が

郵
送
さ
れ
ま
す
が
ご
理
解
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

健
康
状
態
が
万
全
で
あ
っ
て
も
、

群
・
分
会
会
議
な
ど
の
参
加
時
に
は

マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
参
加
さ
れ
た
際
に
は
、
必
要

最
低
限
の
こ
と
だ
け
を
済
ま
せ
て
、

早
々
に
散
会
し
て
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
っ
て
組
合
員
本
人
の
収

入
が
減
少
し
た
場
合
な
ど
に
、
そ
の
状
況
に
応
じ
た
土
建
保
険

料
の
減
免
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
心
当
た
り
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
悩
ま
ず
支
部
（
国
保
担
当
）
ま
で
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
詳
細
は
左
記
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

※
土
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
が
前
提

①
：
コ
ロ
ナ
に
よ
り
世
帯
主
が
死
亡
し
た
場
合

②
：
コ
ロ
ナ
に
よ
り
世
帯
主
が
重
篤
な
疾
病
を
負
っ
た
場
合

③
：
コ
ロ
ナ
に
よ
り
事
業
収
入
（
不
動
産
・
山
林
も
可
）
給
与

収
入
の
い
ず
れ
か
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
前
年
比
減
少
額
が
30

％
以
上
の
場
合

※
①
②
に
該
当
し
た
場
合
は
、
必
要
書
類
が
単
純
で
は
な
い

た
め
個
別
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

減
免
対
象
期
間

２
０
２
０
年
２
月
～
２
０
２
０
年
９
月
ま
で
の
保
険
料

算
出
期
間

③
に
該
当
の
方
は
、
２
０
２
０
年
２
月
～
７
月
ま
で
の
減
少

し
た
任
意
の
２
ヶ
月
の
収
入
を
算
出
基
準
と
し
ま
す
。
前
年
と

の
比
較
で
算
出
さ
れ
た
減
少
率
か
ら
減
免
割
合
を
決
定
し
ま
す
。

減
免
額

㊀
：
世
帯
主
が
死
亡
し
た
場
合
は
、
全
額
減
免
（
８
ヶ
月
減
免
）

㊁
：
重
篤
疾
病
を
負
っ
た
場
合
は
、
全
額
減
免
（
８
ヶ
月
減
免
）

㊂
：
事
業
収
入
（
給
与
収
入
）
が
30
％
以
上
減
少
し
た
場
合
は
、

減
少
割
合
に
応
じ
て
全
額
減
免
（
８
ヶ
月
減
免
）
又
は
一
部
減

免
（
６
ヶ
月
又
は
４
ヶ
月
免
除
）

※
一
時
的
に
負
担
が
発
生
す
る
償
還
払
い
制
度
と
な
り
ま
す
。

必
要
書
類

イ
：
２
０
１
９
年
「
確
定
申
告
書
の
控
え
一
式
」
又
は
、
２
０

１
９
年
「
源
泉
徴
収
票
」

ロ
：
ハ
ン
コ
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
は
不
可
）

ハ
：
２
０
２
０
年
２
月
～
７
月
の
「
売
上
台
帳
」
又
は
「
給
与

明
細
書
」

２０１９年収入：３６０万円

２０２０年収入

※〔５万+８万〕×６ヶ月÷３６０万×１００＝２１.６％

※減収割合＝１００％－２１.６％＝７８.４％

※前年収入費３０％減以上が前提の制度です。

※申請期間は２０２０年１２月２４日（木）までです。

７
月
３
日
に
熊
本
県
を
中
心
に
九

州
・
中
国
地
方
と
線
状
降
水
帯
が
次
々

と
発
生
し
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

で
大
変
な
最
中
、
追
い
打
ち
を
か
け

る
か
の
よ
う
に
異
常
気
象
に
よ
っ
て

今
年
も
各
地
か
ら
悲
鳴
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
も
、
昨
年
発
生
し

た
台
風
19
号
で
荒
川
が
氾
濫
す
る
の

で
は
な
い
か
と
肝
を
冷
や
し
た
経
験

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
被
害
は
決
し
て

他
人
事
で
は
な
く
、
い
つ
我
が
身
に

降
り
か
か
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
ひ
と
り
一
人

が
で
き
る
行
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

是
非
、
支
部
で
取
り
組
む
支
援
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
群
会
議
の
運
営
も
集

金
と
書
類
配
布
に
留
め
て
、
短
時
間

で
散
会
す
る
よ
う
に
対
策
を
し
て
い

ま
す
。
募
金
に
つ
い
て
は
、
募
金
袋

を
一
人
一
枚
受
け
取
り
、
９
月
の
群

会
議
時
に
群
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。





群会議の話題版

電話03-5845-5011

受講料 受講資格／対象 内　　　容

１０/２２～２３（木金）
　技術研修センター（池袋）
①９/１５～１６（火水） ②１１/２６～２７（木金）
　技術研修センター（池袋） 　練馬支部会館

１１/２５～２６（水木）
　技術研修センター（池袋）

１０/２７～１０/２９（火水木）
　技術研修センター（池袋）

①９/２９～３０（火水） ②１１/１７～１８（火水）
　技術研修センター（池袋） 　技術研修センター（池袋）

１０/１３～１４（火水）
　技術研修センター（池袋）

１０/２０～２２（火水木）
　技術研修センター（池袋）

１１/１７（火）
　技術研修センター（池袋）

１１/２（月）
　技術研修センタ－（池袋）

①１０/１（木） ②１１/５（木）
　技術研修センター（池袋） 　技術研修センター（池袋）

①１０/８（木） ②１１/２６（木）     
　技術研修センタ－（池袋） 　技術研修センタ－(池袋）

１１/１９（木）
　技術研修センター（池袋）

１１/２（月）
　技術研修センター（池袋）

57 １１/４(水)
技術研修センター(池袋)

10,500円 低圧電気特別教育修了者（※修了証添付）で巻上機作業経験者

１１/２（月）１１/４（水）２日間
　技術研修センター（池袋）

９/２９（火）
 技術研修センター

１０/１５（木）
　技術研修センター（池袋）

①９/１（火）午後 ②１１/１０（火）午後
　技術研修センター（池袋） 　技術研修センター（池袋）

①９/２（水） ②１１/１１（水）
　技術研修センター（池袋） 　技術研修センター（池袋）

①９/３（木）  ②１１/１２（木）  
　技術研修センター（池袋） 　技術研修センター（池袋）

①９/３（木）午後 ②１１/１２（木）午後
　技術研修センター（池袋） 　技術研修センター（池袋）

①９/３（木） ②１１/１２（木） 
　技術研修センター（池袋） 　技術研修センター（池袋）

①９/２（水）～９/３（木） ②１１/１１（水）～１１/１２（木）
　技術研修センター（池袋） 　技術研修センター（池袋）

①９/１（火）～９/３（木） ②１１/１０（火）～１１/１２（木）
　技術研修センター（池袋） 　技術研修センター（池袋）

27 ９/１２～１３（土日）多摩職業能力開発センター(昭島市)（西立川駅近く） 16,500円 18歳以上

28 １０/２３～２５（金土日）城東職業能力開発センター（足立区綾瀬） 19,500円 18歳以上

９/１７～１９（木金土）
　  西多摩支部会館（青梅線小作駅近く)

９/２４～２６（木金土）
　技術研修センター（実技は板橋)

3７,000円
3５,000円

９/２３～９/２６（水木金土）※PEO建機主催　PEO建機教習センタ（草加市） 45,000円 最大荷重１ｔ以上

38,000円
整地・運搬・積込・掘削
用機械の運転

80 22,000円

31 85,000円

55 85,000円

36 45,000円

新規 30,000円
更新 　９/１７（木）技術研修センター(池袋)午前８時３０分～・午後１時３０分～ 20,000円

40 54,000円

建築士講習（NPO東京土建ATEC）　
専用 10,000円

７/９（木）～９/１０（木）技術研修センター（池袋）
水曜及び木曜(７/９、１６､２２､２９､８/１９､２７､９/３､１０)夜６時半～９時１０分（８/６､１３除く）と日
曜９時～（８/２､９除く）

申込・問合せ先

　足立区は、新型コロナウイルス対策として設備投資を行った事業者向けに、
一定額の補助を行う制度を創設しています。支部窓口でも相談受付を行いますので、
対象の事業者の方は、活用を検討しましょう。
【対象】個人事業主（一人親方）、中小法人（従業員数が２０人以下）
【条件】申請時点で区内において継続して１年以上事業を営む事業者の方
　　　　税金の滞納のない方
【対象経費】コロナ対策として導入する『パソコン』『タブレット』
　　　　　『バイク』『従業員用マスク』など
【補助金交付額】4万円から上限20万円（支出した経費の5分の4）
※支出金額が5万円を下回った場合は補助対象外となります。

【必要書類】支払いをしたことが確認できる書類（自社名の記載のある領収書など）
☆申請を検討している方は、支部窓口までお問い合わせください

丸のこ・熱中症
セットコース

電動工具安全取扱

セットコース

81

48

16 石綿特別教育

24

25

熱中症

石綿が使用されている建築物等の解体・リフォームの作業に従
事する労働者は、作業前に受講が必要

21

丸のこ

低圧電気・巻上機
セットコース

動力により駆動される巻上げ機（ウインチ）の運転。仮設電源で
必要な「低圧電気」との、セット割引コース

58

丸のこは使用頻度が高く、事故も多発し重症となる例も多いた
め、正しい知識を基本から学びます

自由研削砥石

18歳以上

17,000円

18歳以上

43

18 酸欠・硫化水素
特別教育

44

職
長

14
職長・安全衛生

責任者教育
(リスクアセスメント含む)

新入職者教育

職長・安全衛生責任者
能力向上教育

足場作業主任者

能力向上教育
15

特
別
教
育
な
ど

19

8,500円
国の新たな指針が示され、おおむね５年
毎に受講が望ましいとされています

入職者に対して事業所が行う法定の「雇い入れ時教育」の一部を実
施、「足場」「熱中症」２つの特別教育も取得できる割引コース

9,800円

高さが２ｍ以上の箇所において作業床を設けることが困難な場
合は、フルハ－ネス型を用いて行う作業に必要

8，000円

20歳以上が
相応しい

作業主任者講習修了者はおおむね５年
毎に受講が望ましいとされています

14,500円

18歳以上

足場組立て・解体・変更の作業に必要。脚立足場・可搬式作
業台の連結・ﾛｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ等も足場扱いになります

8,500円

5,000円

１１/４～５（水木）技術研修センタ－（池袋）

ロープ高所作業

足場特別教育

フルハ－ネス特別教育

7,500円

8，000円

8,000円

アーク溶接特別教育

22,000円

3,500円

外部

チェーンソー補講 NEW <５H>

９/２１～９/２２（月火・祭)※ＩＨＩ主催　ＩＨＩ技術教習所東京センター（江東区）

23

22

4,500円

17,500円

JW-CAD習得

13-2

外
部

フォークリフト

18歳以上

一級建築士
受験準備 製図講座

１０/２９（木)新規・更新  技術研修センター(池袋)　新規９時～、更新２時１５分～

12Hｺｰｽ：小型移動式クレーン運転技能講習修了者

「石綿」「自由研削砥石」「丸のこ」「熱中症」特別教育４つセット
割引コース。改修工事は石綿も必要となります

アーク溶接作業は作業前に受講が必要

つり上げ荷重１ｔ以上のｸ
ﾚｰﾝ等の玉掛

（☆☆☆　組合主催　☆☆☆）

第二種電気工事士
受験準備 筆記講座

８/３０～９/２７ 日曜５回　技術研修センター（池袋）
　９時～１７時

筆記試験に合格するための講座。職種は問いません。（各自で下期の受験
申込みを済ませた方）

33,000円

2021年3月更新または2020年3月未更新者

経験10年以上 ※ﾘﾌｫｰﾑｾﾝﾀｰへの登録
料込み

二級建築士
受験準備 製図講座

8/1施行の法改正により、改正前の特別教育修了者は補講を
受講しないと業務に就けません

経験
３年以上

経験
３年以上

つり足場、または高さ5m以上の構造の足場の組立・
解体・変更の作業

講習番号と講習名

作
業
主
任
者
（

共
済
・
資
格
取
得
祝
金
対
象
）

9

2020年8月
東京土建一般労働組合　足立支部

職業訓練法人東京土建技術研修センター主催。申込は所属の支部事務所へ、受講申請書・受講料・認印・顔写真1枚(30×25㎜・パソコン講習は不要)を持
参します。　※締切は２週間前（締切後は不可）。　※遅刻厳禁。また技術研修センターには駐車場がありませんので、車での出席はお控え下さい。　※雇用保
険助成金は申込前に支部へご相談ください。

17

日　程　（開始９時～または８時30分～）

11,500円

今月の講習会募集【組合員向け案内】

1

ｺﾝｸﾘｰﾄ造
の工作物の解体等

2

木造建築物
の組立て等

5

11,500円
軒の高さが5m以上の木造建築物で、構造部材の組立て、屋
根下地、外壁下地、建具枠の取付作業

18歳以降の
経験３年以上

足場
の組立て等

※2015年7月以降の経験は特別教育修了証の添付が必要です

高さ5m以上のコンクリート造の工作物の解体・破壊11,500円

19,500円酸欠・硫化水素

石  綿

有機溶剤

心肺蘇生法（実技)があり、新型コロナ感染対策の
ため中止になる場合があります

11,500円

11,500円

掘削面高さが2m以上となる地山掘削と土止め支保工組立て
(腹おこし､切りばり､中間杭火打ち等)作業

18歳以上
有機溶剤指定物質のほか、塗料・ｼﾝﾅｰに含有のｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ
や塗料剥離剤のｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ等を扱う作業

17,000円

18歳以上

18歳以上 建築物の解体・改修で石綿が含まれる建材を除去する作業

経験
３年以上

②１１/７～８（土日）
足立支部会館

①１０/６～７（火水）
技術研修センター（池袋）

暗渠・マンホール・槽・ピットなど酸素欠乏症や硫化水素中毒
にかかるおそれのある場所での作業

18歳以上低圧電気

18歳以上

常時現場で直接指揮監督する「職長」と、元請との間で仕事の
連絡・調整する「安全衛生責任者」となる方への教育。リスクア
セスメント教育も実施します

巻上げ機

18歳以上

電動工具で使う仮設電源の開閉器の操作に必要な教育8，000円

8，000円
暗渠・槽・ピット等、酸素欠乏症や硫化水素中毒のおそれのあ
る場所での作業に必要

熱中症は建設現場で多く発生しており、早めの対策が必要な
ことから、予防教育を行ないます

18歳以上

職長・安全衛生責任者教育(RA含)修
了者 ※修了証添付

18歳以上

足場作業主任修了者
※修了証添付

18歳以上

8,000円

14,500円

安衛則36条第8号でﾁｪｰﾝｿ-に関する知識、振動障害及
びその予防を含む特別教育、または36条第8の2(技術セン

ターでの講習)の修了証ｺﾋﾟ-添付

8,000円 グラインダ（自由研削砥石）運転、砥石取替作業に必要

ビルの外装清掃・のり面保護工事・屋根工事・板金工事などで
ロープを使用する作業（実技あり）

多くの組合員に必要とされる「丸のこ」「熱中症」の２つの特別
教育を同時に取得できる、セット割引コース

18歳以上

18歳以上

18歳以上

「自由研削砥石」「丸のこ」「熱中症」特別教育３つセットの割引
コース

18歳以上

可燃性ガスを使用する溶接・溶断の作業に必要

18歳以上 （☆☆☆　組合主催　☆☆☆）

18歳以上

14Hｺｰｽ：自動車免許（普・中・大）所持者

10月の製図試験にむけた講座。対象は受験申請を済ませた方、または来年
受験に向けて勉強する方

１０/６～１２/８ 火曜９回　水曜１回　計１０回　技術研修センター（池袋）
　９時半～１５時半

パソコン基本操作がで
きる方

他

9月の製図試験にむけた講座。対象は受験申請を済ませた方、または来年
受験に向けて勉強する方

フリーソフトを使い、CAD初心者でも基本から平面・
立面図までじっくり学習します

７/２６（日）～１０/４（日）技術研修センター（池袋）
　日曜９時３０分～１７時３０分（８/２､９除く）９回

受
験
準
備

車両系建設機械
(解体)技能講習

小型車両系特別教育修了者かつ経験3ヶ月かつ自動
車運転免許証所持者（※コピー添付）

整地技能講習　　　修
了者

ブレ－カ－、鉄骨切断具、コンクリ－ト圧砕具及び解体用
つかみ具をアタッチメントとして装備するもの

高所作業車

１０/１１（日)西多摩支部会館（青梅線小作駅近く）整地技能講習修了証コピ－添付　NEW！

１０/９～１０（金土)西多摩支部会館（青梅線小作駅近く）特別教育修了証コピ－添付

31Hｺｰｽ：自動車免許（普・中・大）所持者

つり上げ荷重5ｔ未満の
移動式ｸﾚｰﾝ運転

小型移動式クレーン

３年度ごとに受講義務
青年部員への「青年部チャレンジ助成金」を活用しましょう。80％以上出席が条件。特別教育も対象(新入職者は特別教育修了者に限る)。外部講習は組合受付に限る。

①９/１６(水)技術研修センター（池袋)　②１０/７(水)技術研修センター（池袋)

◆◆◆◆新型コロナウイルス「三密」回避対策として定員を減らして開催します。今後の状況などによって中止になる場合もございますのでご承知おき下さい◆◆◆◆

建築士定期講習

車両系建設機械
(整地等)技能講習

地山 及び 土止め
の掘削　　　　支保工

49

7

10

8

12

11 玉 掛

増改築
相談員

溶
接

56

ガス溶接技能講習

石綿・電動工具
セットコース

建
設
機
械

4


